
東北農政局田沢二期農業水利事業所交渉 

（全農林労働組合秋田分会） 

 

議 事 要 旨 

 

１．開催日時：令和２年１２月２１日（月）１７：２０～１７：４５ 

２．場  所：東北農政局田沢二期農業水利事業所会議室 

３．出 席 者： 

    東北農政局田沢二期農業水利事業所  宇野  弘  所長 

          同           田澤 秀彦  次長（事務） 

          同           品川 博志  庶務課長 

    全農林労働組合秋田分会       後藤 雅裕  副執行委員長 

          同           加藤 久信  書記長 

          同           長澤 伸次  執行委員 

４．議  題：労働諸条件の改善について ほか（全農林秋田分会提出 別添「要求書」） 

５．議事概要： 

（庶務課長） 

本日の交渉に先立ち、国家公務員法第１０８条の５第３項の規定に基づく予備交渉の

段階で取り決めた事項を報告します。 

全農林秋田分会から提出された要求事項のうち「農林水産省における新たな労使関係

の構築に関する基本方針」のⅡの１の（３）（交渉の対象となる事項の要件）に定めら

れた要件を満たし、交渉事項とする事項は、要求書のⅠの１の「事前の超過勤務命令の

徹底及び超過勤務の縮減」の部分、２の「実効性のある超過勤務縮減策を具体化し着実

に実施」の部分、３の全部、４の「セクシュアルハラスメント、パワーハラスメントな

どあらゆるハラスメントの根絶と防止策の徹底」の部分、５の全部、６の全部、７の「障

害者雇用についての職場環境の整備及び障害者・健常者が共に働きやすい職場環境を構

築」の部分、８の全部、Ⅱの全部、Ⅲの全部とし、その他の事項については、管理運営

事項等に該当することから要望事項として整理しておりますので、これを前提に交渉を

始めます。 

 

（副執行委員長） 

 本日はお時間をいただきありがとうございます。 

 要求内容については予備交渉により整理されておりますので、各項目に基づきまして

書記長より説明させていただきます。 

 

 



（書記長） 

 労働組合として事業所の労働実態を把握するため本年５月にアンケート調査を実施

しました。また、今年はコロナウイルス感染症もあり、問題はないかを把握。春、秋の

時期を含め通年的に労働実態を点検し、その内容を「要求書」にとりまとめました。 

 要求内容は最初にⅠとして労働条件の改善と言うことで、超過勤務の縮減、ハラスメ

ントの防止、諸休暇の取得しやすい環境整備。障がい者に寄り添った職場環境の整備、

風通しの良い働き甲斐のある職場の構築という事で組み立てています。 

 また、Ⅱとして福利厚生施策の充実、Ⅲとして人事評価という項目となっています。 

 

 超過勤務については、人事院規則の上限制限もあり、国をあげて働き方の見直しが進

められており、田沢二期でも超過勤務の縮減等について実態を把握し進めてると認識し

てます。 

さらに、組合員が心底「働き方」が改善された、超勤が縮減されたと実感するような

対応、対策をお願いします。 

 

 セクハラ・パワハラについては、現在、職場にはないと聞いています。今後もハラス

メントのない職場を維持して下さい。 

 

 諸休暇の取得については、年次休暇、夏季休暇、育児、介護も含め、管理者が仕事全

般を把握し、いつでも休暇申請者が気兼ねなく申請できるリーダーシップをお願いしま

す。 

 

 障がい者雇用については、田沢二期には配置されていないと聞いておりますが、もし

配置された場合には、是非とも、障がい者に寄り添った職場環境の整備をお願いします。 

 

 明るく働き甲斐のある民主的な職場の確立については、良い仕事をするうえで大切な

事なので、引き続き日頃のコミュニケーションを大切に、風通しの良い職場作りをお願

いします。 

 

 Ⅱの福利厚生施策の充実については、職員が仕事上で心の病になることは決してあっ

てはならないことです。業務調整を含めて管理職が日頃から気配りを行い、何でも相談

出来る職場環境作りを行っていただきたい。 

 

 Ⅲの人事評価については、本来の目的は人材育成と能力開発であり、それが組織力、

ひいては行政サービスの向上につながるものである。評価者、被評価者でトラブルのな

い指導、助言、コミュニケーションを大切に行っていただきたい。 



 

 以上、要求いたします。 

 

（所長） 

秋田分会の皆様には、国家公務員や農林水産省を取り巻く環境が厳しい中、日頃から

農林水産行政の推進にご尽力いただきありがとうございます。 

要求事項のうち、交渉対象事項に関するものについて、順次回答します。 

 

Ⅰの「労働諸条件の改善について」のうち超過勤務の縮減についてですが、職員の健

康管理、仕事と家庭の両立のためにも、長時間にわたる超過勤務を防止することは重要

であると認識しております。 

一方、限られた人員で必要な業務を行う必要性から、超過勤務は避けて通ることので

きないものであると認識しております。 

当事業所では、各管理職に対して超過勤務の事前命令を徹底した上で部下の業務遂行

状況を把握し、業務の効率化、業務分担の見直し等を行い、超過勤務の縮減、業務の平

準化を図るよう指示しています。 

職員の皆様に対しても、計画を立て効率よく業務を進め、超過勤務を縮減できるよう

にお願いしているところです。超過勤務上限の原則では月４５時間及び年３６０時間以

内となっていますが実態では４月～１１月まで平均すると月あたり約１３時間となっ

ており、更なる超過勤務の縮減に向けて検討してまいります。 

 

次に、セクシュアルハラスメント・パワ－ハラスメントについては、職場の人間関係、

円滑な業務遂行等、職場環境に大きな影響を与える問題と認識しております。 

事業所としては、常時ハラスメント防止ポスタ－等の掲示のほか、研修教材を活用し

ハラスメントに関する職員の認識を深め、その防止に努めているところです。 

今後も、セクシュアルハラスメント等の防止策に取り組み、良好な職場環境の構築に

努めてまいります。 

 

次に、年次休暇、夏季休暇の取得については、職員の健康保持、心身のリフレッシュ、

ひいては業務の効率化のためにも重要であると認識しております。 

休暇計画表を活用し計画的な年次休暇の取得を促すとともに、ゴ－ルデンウイ－ク、

夏季休暇取得期間、年末年始には、所内の休暇予定を事前に取りまとめることで、各管

理職が課内の業務調整を行うなど、長期休暇を取得しやすい職場環境の整備に努めてお

ります。１１月末まで平均で、管理職、その他の職員ともに約１５日の年次休暇を取得

しています。 

 



次に、ワ－クライフバランスの確保、育児休業等の取得については、職員の皆様によ

り良い仕事をしていただくためには仕事と家庭の両立が重要であり、これの支援として

有効な制度であると認識しております。 

介護休暇の活用を周知するなど、職員が育児休業等を取得しやすい環境となるよう、

管理職と職員が日常的にコミュニケ－ションをとる職場環境の確立に努めております。 

 

次に、障害者雇用については、雇用された障害者の方が働き続けられる様、フォロー

体制をはじめとするソフト面の環境を整備することは必要と認識しております。現状、

雇用実績はありませんが職員の理解促進に努めてまいります。 

 

次に、管理職と職員とのコミュニケーションを大切にし、明るく働きがいのある職場

の確立については、日常的な指導・助言等、コミュニケーションを持つことは、所内の

意識の共有や業務改善につながるほか、職場の実情の把握について基礎的な手段と認識

しております。 

今後とも、日常のコミュニケーションを奨励し、何でも相談できる風通しの良い職場

環境の維持に努めてまいります。 

 

次に、Ⅱの「福利厚生施策の充実について」は、職員の健康管理において重要である

と認識し、メンタルヘルスへの対策については、「農林水産省職員の心の健康づくりの

ための指針」を基本として取り組んでおり、横手市の内科医に健康管理医をお願いし、

職員からの健康相談に対応できる環境を整えております。 

また、各管理職には、職員の超過勤務の状況、休暇の取得状況を把握し、精神面を含

めた職員の健康状態に気を配るよう指示するとともに、予防と早期発見に努めておりま

す。 

 

最後に、Ⅲの「人事評価制度について」は、評価結果が人事・給与等の処遇に活用さ

れることを認識した上で、期首・期末面談を丁寧に行うよう心がけ、業務目標等への助

言・指導を行い、職員の能力開発に繋がるように努めているところです。 

業務の打合せ等で職員と話す機会は多々ありますが、期首・期末面談は職員個々の業

務に対する取組について直接コミュニケ－ションを取る良い機会であると考えており、

今後も丁寧な対応に努めてまいります。 

 

以上、要求事項に対する回答といたします。 

 

 

 



（副執行委員長） 

 工期もあれば予算もあるという年間の計画も含め大変な状況の中で仕事を進められ

ている中で、気配りと目配りをして対応されていることを確認させて頂きました。 

 そういった中でも、東北管内においては言いたいことが言えないとかこころの病にな

る職員が無くならない状況があるのも事実です。貴事業所におきましても、そういった

職員が出てこないよう引き続き御対応いただき、風通しの良い職場作りをしていただく

ようお願いします。 

 

（庶務課長） 

 以上で交渉を終了します。 






